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研究の概要 

体幹機能に関する研究（座位体幹回旋可動域測定装置） 

 

体幹機能は、身体機能における貢献度が高く歩行動作やスポーツ活動にも大きな影響を与える。体幹機能

の評価には様々あるが、脊椎、胸腰椎部の可動域についての研究にあたり、測定装置の考案と作成をおこな

った。 

本考案は『座位体幹回旋可動域測定装置』として、実用新案登録している。 

【考案の名称】 

座位体幹回旋可動域測定装置 

（登録番号）実用新案登録第 3241687号(U3241687) 

 

【課題】 

椅子本体に座面支柱、背部支柱、固定ベルトを設け測定時に生じる代償動作を除外し、座位での正確な体

幹回旋可動域測定を実施できる体幹回旋可動域計測装置を提供する。 

【解決手段】 

椅子座面１上に地面と水平な支柱２と背もたれ３の中央部に地面と垂直な支柱を固定したものであり、椅

子と身体を固定ベルト４にて固定する。支柱に沿って身体を合わせて椅子に座り、支柱から身体が離れない

よう指示し、椅子と身体（骨盤）を固定し代償動作が起きないよう測定を行う。測定時、上方から撮影を行

い画像上に線を引くことで角度を計測する。 
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